
株式会社 迫田技研 会社案内
北九州市八幡西区茶屋の原 2 丁目 3 番 30 号

TEL(093)618 -4302 　FAX(093)618-4304

採用サイト https://sakoda-giken.co.jp/recruit/

左官職人とは、鏝（こて）を使い、
建物の壁や床、天井、塀などをつくる職人です。
迫田技研では一人ひとりに寄り添った指導を行い、
永く活躍できる左官職人に育てます。

採用サイトはこちらから→

技術が身につけば一生活躍できる

仕事内容 Jobs

主に、マンション・病院・学校等の
内・外壁、床の作業を行います。

セメントや砂等を機械を使って加エし、 鏝（こて）で建物の壁
や床等に塗り仕上げる

過去にディズニーランド ・ シーなども施工してきましたが、 基本、 現場は
福岡県内です。 事務所に集合し、 乗り合わせて現場に向かいます。

ブ口ック積、タイル貼、樹脂塗床、床コンクリートカッター切り、
エクステリア（フェンス ・ 車庫の門扉などの取り付け作業）等

キャリアプラン

見習工

技能士

勤続 4 ～ 10 年目 勤続 6 ～ 15 年目

作業主任

職長

一級
左官技能士

レベル 1

レベル 2

レベル 3

レベル 4

上級職長 マスター
基幹技能者を取得 匠な技を取得職業訓練指導免許を取得

上級職

さらに上を目指したい
基本職

二級
左官技能士

二級
建築施工管理技士

勤続 7 年目～

Career Plan 先輩の声

栗田達也（2001 年入社）

親からの紹介でこの会社を知りましたが、 実
際に社長とお会いし、 人柄がよさそうだったの
で入社を決めました。 年配の先輩方との仕事
は大変ですが、 いい人ばかりで働きやすい職
場です。

具体的な仕事内容を知らなかったので、 入社
前は不安がありました。 入社すると若手、 中
堅、 ベテランとバランスよく社員がいるので、
仕事ではそれぞれの意見を聞くことができ、 仕
事以外のことも話しがきけるので自分のために
なっています。

迫田隆成（2016 年入社）

Voice



20 代から 70 代の
幅広い世代が活躍しています。

定年がなく、50 年勤続の
社員も在籍しています。

1972 年創業。 取引先や社員、
地元の方に永く愛されています。

数字でわかる迫田技研

平均勤続年数従業員数 年齢分布 創業

50周年以上30年12名

20代 2名

30代

40代

50代 2名

60代

70代

3名 2名

1名 2名

少人数で先輩方とも
話しやすい環境です。

In Number

社員教育

入社後は安全教育、道具や材料の名前、鏝（こて）の握り方から始めます。
慣れた頃に先輩と一緒に現場に同行し、先輩の手本を見ながら実践する
など、一から丁寧に段階を踏んで指導します。
様々な資格取得制度もあり、一つ一つ獲得するたびに自信へと繋がります。
月に一度社内ミーティングを実施しており、分からない事、嬉しかった事を共
有する事で、 少しでも不安がある時は解決へと導きます。

年に一度の健康診断、 二年に一度の特殊健康診断を実施しています。
お花見、 ビアパーティ、 忘年会、 親睦会、 安全祈願、 二年に一度の社
員旅行など、 定期的な交流会で絆を深め合っています。
退職金共済に加入しています。

Training 福利厚生 Welfare

会社概要
会社名 株式会社迫田技研

所在地 〒807-1134
北九州市八幡西区茶屋の原 2 丁目 3 番 30 号
TEL(093)618 -4302 FAX(093)618-4304

ホームページ https://www.sakoda-giken.co.jp

資本金 1000 万円

事業内容 左官工事 ・ タイル工事 ・ブロック工事 ・ 防水工事 ・ 外構工事 ・
内装工事 ・ 樹脂塗床工事 ・ デザイン壁仕上工事 ・エクステリア
工事 ・ 爆裂補修工事 ・ カッター切り

建設業の許可

従業員数

福岡県知事許可　（般 -2）第 12556 号
左官工事業
令和 2 年 7 月 10 日

12 名

取引銀行

主な取引先

西日本シティ銀行　三ケ森支店

若築建設株式会社、 鉄建建設株式会社、 山九株式会社、
日鉄テックスエンジ株式会社、西鉄建設株式会社、株式会社
金剛組、 西日本土木株式会社、 株式会社若松建設

Company Profile 沿革
白木技建個人設立
代表者 白木八郎

1972 年 1月
（昭和47年）

（昭和49年）

（平成10年）

（平成25年）

株式会社に組織変更
代表取締役 白木八郎

1974 年 4月

代表取締役 迫田太に変更1998 年 12月

株式会社迫田技研に社名変更2013 年 12月

History


